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審
議
し
た
主
な
議
案

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

２０

算
（
第
２
回
）
は
、
６
月
５
日
の

本
会
議
に
お
い
て
予
算
特
別
委
員

会
に
付
託
し
審
査
し
ま
し
た
。
歳

入
歳
出
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
千

　

万
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

４９５予
算
の
総
額
を　

億
８
千　

万
千

３６９

５９５

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
生
活
安

定
応
援
事
業
に
要
す
る
経
費
、
市

街
地
再
開
発
等
の
事
業
に
要
す
る

経
費
、
新
焼
却
施
設
建
設
計
画
に

要
す
る
経
費
な
ど
で
す
。

　

生
活
安
定
応
援
事
業
に
要
す
る

経
費
は
、
低
所
得
者
の
安
定
し
た

生
活
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
本
年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま

２２

で
の
３
年
間
、
東
京
都
が
実
施
主

体
と
し
て
進
め
る
生
活
安
定
化
総

合
対
策
事
業
の
相
談
窓
口
を
本
市

に
設
置
す
る
も
の
で
す
。
窓
口
で

は
、
生
活
安
定
・
正
規
雇
用
に
向

け
た
取
組
と
し
て
必
要
と
認
め
る

方
に
対
し
て
、
生
活
資
金
、
就
職

等
一
時
金
の
貸
付
申
請
の
受
付
を

行
い
、
勤
労
意
欲
が
あ
り
能
力
開

発
の
意
向
が
あ
る
方
に
対
し
て
、

都
の
就
業
支
援
窓
口
の
紹
介
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
い
る
低
所
得

家
庭
に
対
し
て
は
、
学
習
塾
等
受

講
料
や
大
学
受
験
料
の
貸
付
金
の

受
付
を
行
う
な
ど
、
そ
の
他
関
係

施
策
等
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

　

市
街
地
再
開
発
等
の
事
業
に
要

す
る
経
費
は
、
本
町
暫
定
庁
舎
の

土
地
に
公
共
駐
車
場
を
建
設
す
る

こ
と
に
伴
い
、
再
開
発
課
事
務
所

を
借
り
上
げ
移
転
さ
せ
る
も
の
で

す
。

　

新
焼
却
施
設
建
設
計
画
に
要
す

る
経
費
に
つ
い
て
は
、
新
ご
み
処

理
施
設
の
建
設
場
所
を
検
討
す
る

た
め
の
市
民
検
討
委
員
会
委
員
２

名
が
増
員
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に

伴
い
、
そ
の
報
償
費
を
補
正
す
る

も
の
で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

武
蔵
小
金
井
駅
の
南
口
再
開
発

は
、
第
一
地
区
は
問
題
点
の
多
い

内
容
で
あ
る
。
第
二
地
区
は
市
庁

舎
建
設
を
め
ぐ
る
無
駄
遣
い
と
無

計
画
を
許
す
か
ど
う
か
が
問
わ
れ

る
内
容
で
あ
る
。
北
口
に
つ
い
て

都
市
再
生
機
構
は
市
の
議
決
前
に

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
小
金
井
市
か

ら
受
注
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い

た
か
の
よ
う
な
事
態
が
発
覚
し
た
。

市
は
土
木
事
業
偏
重
の
大
型
開
発

を
や
め
、
住
民
が
主
人
公
で
、
市

民
の
暮
ら
し
や
す
さ
と
環
境
保
全

を
第
一
に
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

露
口
哲
治
（
自
由
民
主
）

　

南
口
再
開
発
に
伴
う
公
共
駐
車

場
設
置
に
向
け
て
再
開
発
事
業
事

務
所
の
移
転
費
と
し
て
家
賃
９
か

月
分
と
諸
費
用
と
し
て
約　

万
円

３００

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
移
転
事
務

所
が
開
発
事
業
現
場
か
ら
遠
い
、

近
い
の
議
論
も
あ
っ
た
が
、
答
弁

で
は
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
使
っ

て
３
層
４
段
、
自
走
式
の
駐
車
場

建
設
と
い
う
詳
細
な
計
画
が
示
さ

れ
、
さ
ら
に
広
範
囲
で
の
移
転
先

選
択
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ

の
時
期
に
借
り
上
げ
移
転
す
る
こ

と
は
適
正
な
判
断
で
あ
る
。

 　

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

２０

算
（
第
３
回
）
は
、
６
月　

日
の

２７

本
会
議
で
審
査
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
学
校
事

故
に
係
る
賠
償
責
任
保
険
金
及
び

新
焼
却
施
設
建
設
計
画
に
要
す
る

経
費
な
ど
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度
一
般
会
計

２０

補
正
予
算
（
第
３
回
）

 　

今
回
の
改
正
は
、
地
方
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成　
２１

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
平
成　

年
度
以

２１

降
の
各
年
度
分
の
個
人
市
民
税
に

つ
い
て
、

１　

地
方
公
共
団
体
へ
５
千
円
を

超
え
る
寄
附
を
行
っ
た
と
き
、
総

所
得
金
額
の　

％
ま
で
の
寄
附
金

３０

を
控
除
の
対
象
に
し
て
、
一
定
の

限
度
額
ま
で
税
額
を
控
除
（
控
除

方
式
は
控
除
額
を
直
接
税
額
か
ら

控
除
す
る
税
額
控
除
方
式
を
適
用
）

２　

公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

制
度
を
創
設
す
る
も
の
で
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の

２７
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

こ
の
条
例
で
来
年　

月
よ
り
住

１０

民
税
が
公
的
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
る
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
厳
し
い

批
判
を
浴
び
た
政
府
は
、
天
引
き

の
強
制
を
改
善
し
た
。
今
回
の
条

例
は
そ
の
よ
う
な
時
勢
に
逆
行
し

て
い
る
。
年
金
生
活
者
の
手
取
り

が
減
れ
ば
、
急
な
生
活
の
や
り
く

り
が
不
可
能
に
な
る
。
ま
た
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
の
趣
旨
は
良
い
が
、

政
府
が
３
大
都
市
圏
と
地
方
の
財

政
格
差
を
生
ん
だ
責
任
を
取
ら
ず
、

そ
の
穴
埋
め
を
寄
附
に
頼
る
の
は

問
題
で
あ
る
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

 　

任
期
満
了
に
伴
い
、
監
査
委
員

と
し
て
、重
永
邦
敏
氏
を
選
任（
再

任
）
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

市
税
賦
課
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

各
地
に
お
い
て
暴
力
団
員
に
よ

る
不
法
行
為
等
が
多
数
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
東
京
都
及
び
多

摩
各
市
で
は
、
公
営
住
宅
か
ら
暴

力
団
員
を
排
除
す
る
た
め
の
条
例

改
正
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
に
お
い
て
も
、

安
全
な
住
環
境
を
確
保
す
る
た
め

に
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　

日
の
本
会
議
で
は
、
両
条
例

２７
と
も
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）

２０

公共駐車場の建設が予定されている本町暫定庁舎

小金井市議会議員の税等の納付状況
（平成２０年５月２２日現在の納付状況を掲載しています。）

森
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議　員　名

項目・年度等

○－○○○○○○○○○○－－○－○○○－－－○○１６年分

所 得 税
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１７年分
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１８年分
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１９年分
○－○○○○○○○○○○－－○－○○○－－－○○１６年度

個人市民税・
都 民 税

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１７年度
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１８年度
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１９年度
○－○○○○○○○○○○－－○－○○○－－－○○１６年度

健 康
保険税（料）

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１７年度
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１８年度
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○１９年度
○－○○○○○○○○○○－－－－○○○－－－○○１６年度

年 金
保 険 料

○○○○○－○○○○○○○○－－○○○○○○○○１７年度
○○○○○－○－○○○○○○－－○○○－○○○○１８年度
○○○○－－○－○○○－○○－－○○○－○○○○１９年度

※１　納付状況は、議員である期間を公開しています。
　２　表示例は、○ 当該年分又は年度に納付すべき額がすべて納付されている場合
　　　　　　　　　 （個人市民税・都民税の項目は、非課税を含む。）
　　　　　　　　△ 当該年分又は年度に納付すべき額の一部が納付されている場合
　　　　　　　　× 当該年分又は年度に納付すべき額がまったく納付されていない場合
　　　　　　　　－ 納付状況公開の該当期間に議員でなかったか、もしくは、年金保険料は
　　　　　　　　　 ６０歳の誕生日となったことにより納付義務がない場合

厚
生
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委
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視
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岐
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多
治
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市

子
ど
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権
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８
月　

日　
１９

静
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富
士
市

自
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予
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に
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て

高

齢

者

住

宅

条

例
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一
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す
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例

市

営

住

宅

条

例

の

一
部
を
改
正
す
る
条
例


